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ご
み
を
袋
に
入
れ
て
、�

そ
の
ま
ま
集
積
所
に
出
せ
ま
す
。�

（
改
め
て
証
紙
を
貼
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

●ごみ袋�
標準価格134円（10枚・税別）�

＋�証
紙30円×10枚＝300円�

●ごみ袋�
標準価格190円（10枚・税別）�

＋�証
紙15円×10枚＝150円�

●ごみ袋�
標準価格218円（10枚・税別）�

＋�証
紙30円×10枚＝300円�

燃やすごみ（小袋）�
１袋15円�

処理費用の負担額は（袋代別途）
�

集積所に出せる�

大型ごみ�
１個60円�

証紙購入によりご負担いただきます。�

燃やすごみ・埋立ごみ�
１袋30円�

　「
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
と
い
っ
た
生
活
様
式
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。�

　
多
く
の
人
々
が
環
境
影
響
や
ご
み
処
理
費
用
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
「
使
い
捨
て
」

を
繰
り
返
す
一
方
、
こ
の
こ
と
に
既
に
気
づ
い
て
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
間
の
公
平
を
保
ち
、
市
民
す
べ
て
が
同
じ
よ
う

に
「
ご
み
処
理
費
用
」
を
消
費
生
活
の
中
に
意
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、「
ご
み

を
よ
り
多
く
出
す
方
が
、
よ
り
多
く
を
負
担
す
る
」
原
則
に
立
っ
て
「
ご
み
処
理
費
用

負
担
制
度
」
を
平
成
１１
年
１２
月
１
日
よ
り
導
入
し
、
よ
り
一
層
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。�

１２
月
1
日
か
ら
ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。�

「
ご
み
処
理
費
用
負
担
制
度
」
開
始
�

１２
月
1
日
か
ら
ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。�

「
ご
み
処
理
費
用
負
担
制
度
」
開
始
�

新
し
い
指
定
袋
に
は
証
紙
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

新・指定袋�

新・指定袋�

新・指定袋�

●
問
合
せ�

環
境
保
全
課�

内
線 

5
2
4
3
�

　
　 

5
2
4
4

広報いいだ １０.1号〔2〕�



新・指定袋や証紙の販売は…�
これまでの指定袋販売店で購入することができます。�

証紙、新・指定袋は11月中旬発売予定�

見
や
す
い
位
置
に�

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。�

直径30㎝以下、長さ1m以下に束ねたもの�

※証紙シール、新・指定袋のデザインは実物と若干異なります。�

袋
正
面
中
央
に�

貼
り
付
け
て�

く
だ
さ
い
。�

袋
正
面
中
央
に�

貼
り
付
け
て�

く
だ
さ
い
。�

し
ば
っ
た
ひ
も
に�

巻
く
な
ど
し
て�

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。�

冷蔵庫（埋立ごみ）�
高さ120㎝まで�

テレビ（埋立ごみ）�
24インチ以下で�
高さ50㎝以下�

洗濯機�
（埋立ごみ）�

綿ふとん�
（燃やすごみ）�

カーペット�
（埋立ごみ）�

証
紙
は
い
り
ま
せ
ん
。�

証
紙
は
い
り
ま
せ
ん
。�

袋
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

枝木�
（燃やすごみ）�

電
池
な
ど�

袋
に
入
ら
な
い
ご
み
は
、証
紙
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
。
�

い
ま
ま
で
の
指
定
袋
は
証
紙
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
。
�１２月
１
日
か
ら
今
ま
で
の
袋
は
新
袋
に
変
わ
り
ま
す
が
、�

証
紙
を
貼
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
使
用
で
き
ま
す
。�

収入証紙�

収入証紙�

収入証紙�

燃やすごみ�
埋 立ごみ�
袋用�

燃やすごみ�
小袋用�

広報いいだ １０.1号〔3〕�



広報いいだ １０.1号〔4〕�

負担したごみ処理費用は、�
リサイクル・ごみ減量施策に還元します。�
平成１１年度「リサイクルバック全戸配布」�

「生ごみ処理機新補助制度」�
〈平成11年12月以降購入者適用〉�

１０
㎏
ま
で
ご
と
に
３０
円�

粗
大
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て
も
処
理
手
数
料
分
が�

上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。�

※
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
、�

　
今
ま
で
ど
お
り
広
域
連
合
の
規
定
に
よ
り
有
料
で
す
。�

１０
㎏
ま
で
ご
と
に
６０
円（
全
量
が
５０
㎏
を
越
え
る
と
き
全
量
1
4
0
円
／
１０
㎏
）�

直
接
搬
入
の
場
合
の
手
数
料
は
現
金
払
い
で
す
。�

指
定
袋
に
入
れ
た
り
、証
紙
の
張
り
付
け
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

●
証
紙
の
な
い
燃
や
す
ご
み
、埋
立
ご
み
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み�

●
指
定
袋
以
外
の
袋
に
入
れ
た
ご
み
　
●
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み�

●
大
き
す
ぎ
る
ご
み
　
●
一
度
に
大
量
に
出
さ
れ
た
ご
み（
3
個
ま
で
）�

●
事
業
に
よ
る
ご
み�

●
市
で
回
収
し
な
い
ご
み（
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
な
ど
）�

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
、�

ご
み
を
減
ら
し
、負
担
を
減
ら
し
ま
す
。�

ご
み
処
理
費
用
の
負
担
は
、皆
さ
ん
の�

ご
み
に
対
す
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て�

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

○
ご
み
を
も
ら
わ
な
い
、贈
ら
な
い
取
り
組
み�

●
買
い
物
袋
を
持
参
し
、レ
ジ
袋
を�

も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

●
渡
す
側
、受
け
取
る
側
、ど
ち
ら
も�

簡
易
包
装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�

贈
答
品
な
ど
も
、あ
ま
り
に
も
過
剰
な
包
装
は
相
手
方
に�

負
担
を
か
け
ま
す
。�

○
賢
い
買
い
物
で
、ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み�

●
ビ
ー
ル
な
ど
、再
使
用（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
）び
ん
容
器
の�

製
品
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。�

●
詰
め
替
え
製
品
を
積
極
的
に
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。�

●
本
当
に
必
要
な
も
の
か
、買
い
替
え
な
ら
ば�

修
理
で
き
な
い
も
の
か
、は
じ
め
か
ら
長
持
ち
す
る
も
の
を
。�

○
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み�

●
燃
や
す
ご
み
で
出
し
て
い
た
紙�

↓
分
別
し
て
、資
源
ご
み
へ�

●
燃
や
す
ご
み
で
出
し
て
い
た
生
ご
み�

↓
堆
肥
化
し
土
壌
へ�

●
埋
立
ご
み
に
入
れ
て
い
た
ガ
ラ
ス
び
ん�

↓
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ�

●
埋
立
ご
み
に
入
れ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�

↓
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ�

●
食
品
ト
レ
ー
・
牛
乳
パ
ッ
ク�

↓
販
売
店
へ�

家庭でのごみ焼却は�
ごみ減量ではありません。�
ごみとして処分するには、�
適正処理が大前提。�
ダイオキシン汚染の恐れがある�
ビニール・プラスチック類の�
家庭焼却はやめましょう。�

収
集
で
き
な
い
�

ル
ー
ル
違
反
ご
み
！
�

イ
タ
チ
ガ
沢
最
終
処
分
場
へ
の
�

直
接
持
ち
込
み
も
�

有
料
に
な
り
ま
す
。�



　カルシウムが不足傾向にある現在、骨粗しょう症の予防

のためにもカルシウムに富み、吸収率の高い牛乳・乳製品を

プラスするように心がけたいものです。�

　市販のそう菜や加工食品の利用が増加すると、どうして

も野菜が不足しがちです。肉や魚料理には野菜をそえたり、

野菜料理を多めに用意したいものです。�

　本格的な長寿社会を迎えた今日、生
涯を通じて、健康で生き生きとした生
活を送るためには、栄養・運動・休養の
バランスのとれた生活習慣が大切です。
毎日の食事は、健康づくりの基本とも
言えます。�
　健康で長生きできる食習慣を目標に
「飯田市食生活指針」を策定しました。�

■問合せ　保健厚生課　内線5346

●つくろう健康　ゆたかな明日に●�

　一つ一つの積み重ねが健康へとつながります。�
さあ、みなさん、できることから始めませんか。�

食事は栄養バランスを考えて�

　食塩のとりすぎは、高血圧を招き心臓病や脳卒中の原因

にもなります。�

　食塩の摂取は単に塩分の多い食品を減らすことだけでな

く、調理の工夫や改善が望まれます。それには味覚形成期の

子どもの頃から素材の味を大切にし、薄味になれていくこ

とを心がけていきたいものです。�

身につけよう！からだにやさしい塩かげん�

　若い世代を中心に、朝食抜きが増えていますが、肥満や貧

血・便秘など体にさまざまな悪影響を与えます。多忙な現代

社会の朝食は一日のスタートに必要な原動力ともなります。�

　朝食を見直し、3食きちんとたべることが大切です。�

朝ごはん  しっかり食べて  めざめるからだ�

　食事は楽しく作って、楽しく食べるのが基本です。作る楽

しさを子どもにも伝え、親子で一緒に食事作りを楽しみまし

ょう。自分で作ることは、食べ物を大切にする心を育てます。�

　楽しい雰囲気のもとでおいしく食べることは心を和やか

にし、ストレスの解消にも役立ちます。家族そろって食卓を

囲むことによって心のふれあいも深まります。食卓を団ら

んの場とするよう努めましょう。�

心のふれあう　楽しい食卓�

1

2

3

4

1

2

3

4

牛乳とやさい料理をプラスして�

朝食は心と体のエネルギー�

こどものころからうす味で�

親子で“つくる”たのしいひととき�

家族で“そろって”おいしく食べる�

牛乳とやさい料理をプラスして�

朝食は心と体のエネルギー�

こどものころからうす味で�

親子で“つくる”たのしいひととき�

家族で“そろって”おいしく食べる�

牛乳とやさい料理をプラスして�

朝食は心と体のエネルギー�

こどものころからうす味で�

親子で“つくる”たのしいひととき�

家族で“そろって”おいしく食べる�

広報いいだ １０.1号〔5〕�



 人件費の節減�

物件費の節減�

補助費の削減�

起債借り入れの抑制�

建設事業の見直�

その他�

財政健全化への取り組みの状況�

■
問
合
せ
　
財
政
課
　
内
線
２
２
３
１
�

▲小笠原資料館の建設�

　
市
で
は
、平
成
10
年
度
か
ら
平
成
15
年
度
を
財
政
改
革
期
間

と
定
め
、財
政
の
健
全
化
を
強
力
に
す
す
め
て
い
ま
す
。�

　
平
成
10
年
度
は
、初
年
度
に
あ
た
り
、消
耗
品
な
ど
の
物
件
費

や
人
件
費
を
へ
ら
し
、補
助
金
・
負
担
金
を
見
直
す
な
ど
歳
出
を

お
さ
え
ま
し
た
。建
設
事
業
に
お
い
て
も
、長
期
計
画
の
見
直
し

や
事
業
の
重
点
化
を
図
る
中
で
、市
の
借
金
と
な
る
起
債
の
借

入
れ
を
お
さ
え
、将
来
の
負
担
を
か
る
く
し
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
、環
境
文
化
都
市
の
実

現
に
向
け
、環
境
、文
化
、福
祉
な
ど
、今
こ
こ
で
行
う
べ
き
重
点

的
な
施
策
に
は
、力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
例
え
ば
、環
境
の
面
で
は
、全
市
で
の
ビ
ン
の
分
別
回
収
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
、エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
し
た
。ま
た
、ひ
ま
わ
り
学
園
、ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
、黒
田
人
形

浄
瑠
璃
伝
承
館
、竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操
り
人
形
館
、小
笠

原
資
料
館
の
建
設
な
ど
福
祉
や
文
化
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
し

た
。子
供
の
も
り
公
園
や
ふ
る
さ
と
農
道
、上
下
水
道
、合
併
浄

化
槽
な
ど
、生
活
に
関
連
す
る
施
設
整
備
も
引
き
続
い
て
す
す

め
て
い
ま
す
。�

▲大門・今宮線の建設�

▲ひまわり学園の改築�

▲ほっ湯アップルの建設�

項　　目� 取り組みの状況�

施設の委託化、係の統合などにより14人削減し
た。管理職手当を引き下げた。�

消耗品・備品購入費の削減、旅費の見直しなど
で抑制を図った。�

713件の見直しを行い、72件、3,344万円を節減
した。�

減税補てん債など特殊事情を除けば、ほぼ目標
の35億円を達成した。�

下水道整備基本計画を見直し、計画期間を延
ばした。�

公共下水道の使用料の改定・水道料の改定を
行った。�

平
成
十
年
度
決
算
ま
と
ま
る�

広報いいだ １０.1号〔6〕�



市税�
138億7,129万円（33％）�

地方交付税�
100億124万円（24％）�

地方債�
43億5,520万円（10％）�

国庫支出金�
34億6,949万円（8％）�

分担金・負担金�
16億4,097万円�
             （4％）�
諸収入�
23億1,278万円（6％）�

県支出金�
15億9,951万円�
             （4％）�

繰越金�
7億5,326万円（2％）�

その他�
17億781万円（4％）�

使用料・手数料�
4億7万円（1％）�

繰入金�
8億6,103万円（2％）�

地方譲与税�
4億5,949万円（1％）�

財産収入�
1億9,513万円（1％）�

土木費�
72億264万円（18％）�

民生費�
88億7,029万円（22％）�

公債費�
54億7,841万円（13％）�

教育費�
47億8,534万円（12％）�

衛生費�
43億1,196万円（10％）�

農林水産業費�
22億9,104万円（6％）�

商工費�
18億8,863万円（5％）�

消防費�
13億1,497万円（3％）�

その他�
10億6,856万円（2％）�

総務費�
35億6,202万円（9％）�

特集　平成10年度決算特集　平成10年度決算

　
市
税
は
、
特
別
減
税
に
よ
り

個
人
市
民
税
が
１０
・
６
％
の
減

少
と
な
っ
た
も
の
の
、
法
人
市

民
税
及
び
固
定
資
産
税
が
増
加

し
、
全
体
と
し
て
前
年
並
み
の

税
収
と
な
り
ま
し
た
。�

　
県
支
出
金
及
び
起
債
の
借
入

れ
に
つ
い
て
は
、
建
設
事
業
費

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅

に
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
を
４

億
円
余
り
減
額
し
、
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。�

各会計別収支�

一般会計収支�

416 2,727�
31 9,903�
2 0,878�
1,760�

10 8,876�
 9,718�
1,096�

13 3,625�
59 8,610�
 2,974�

 99 0,993�
5 2,558�
57 7,197�
 385�

 84 5,038�
9 8,139�
15 1,996�
3 8,442�
14 1,824�
 5 5,990�
831 2,729

407 7,386�
30 8,650�
2 0,733�
 1,718�

10 4,581�
 9,701�
 1,028�

13 2,944�
58 7,288�
  1,486�

 99 0,993�
 8,048�

54 3,218�
 385�

88 1,807�
11 7,507�
15 9,306�
4 5,669�
12 5,729�
 15 3,707�
827 1,884

▲市民バスの運行�

▲リサイクルの推進（ビンの分別回収）�

＊
前
年
度
の
増
減
は
普
通
会
計
に
よ
る�

天竜川治水対策事業特別会計�
老人保健施設事業特別会計�
地方卸売市場事業特別会計�
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �
墓 地 事 業 特 別 会 計 �
農業集落排水事業特別会計�
下 水 道 事 業 特 別 会 計 �
上郷地区有線放送電話事業特別会計�
老 人 保 健 特 別 会 計 �
飯田市地域振興券交付事業特別会計�

一 般 会 計 �

合　　　　　　　計�

合　　計　　名� 歳　入� 歳　出�

事 業 勘 定 �
直 診 勘 定 �
収益的収支
資本的収支�
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支�

国民健康保険�
特 別 会 計 �

病院事業�
会　　計�

市立�
病院�

高松�
病院�

水道事業会計�

億　　万円� 億　　万円�

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計�

歳
　
　
入

歳
　
　
入�

歳
　
　
入�

歳
　
　
出

歳
　
　
出�

歳
　
　
出�

　
緑
ヶ
丘
中
学
校
改
築
事
業
や
、

治
水
対
策
事
業
費
が
前
年
に
比

べ
、減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

建
設
事
業
が
１９
・
０
％
減
と
大

幅
に
減
額
し
ま
し
た
。�

　
一
方
、
過
去
に
借
入
れ
し
た

起
債
の
償
還
額
が
１３
・
２
％
増

加
し
た
こ
と
、
ま
た
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
福
祉
関
係
の
扶

助
費
が
７
・
０
％
増
加
し
た
こ

と
な
ど
、
毎
年
ど
う
し
て
も
支

払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
義
務

的
経
費
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

歳
入
の
大
き
な
伸
び
が
見
込
め

な
い
中
で
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
運
営
が
続
き
ま
す
。�

　
な
お
、
長
期
的
な
展
望
か
ら

庁
舎
建
設
基
金
を
設
け
１
億
円

の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。�

歳　入�歳　入�

歳　出�歳　出�

広報いいだ １０.1号〔7〕�



広報いいだ １０.1号〔8〕�

250人がアウトドアを満喫�

アウトドアワールド'99

元気に長生きで�

敬老の日祝賀行事�

　三遠南信地域を舞台とする、

アウトドアワールド'99のイベン

トのひとつサマーキャンプが8月

20日から23日、売木村星の森

オートキャンプ場で開催。あい

にくの天気でしたが、大自然を

満喫しました。�

　敬老の日の15日、各所で敬老会が

開かれました。市内で100歳以上の

お年寄りは19人。おめでとうございます。

平均寿命ものび、自分にあった生活

を送っています。ますますお元気で。�

▲シルバー人材センターで�
　がんばっているお年寄り�



広報いいだ １０.1号〔9〕�

45機関、約2,600人が参加�

地震総合防災訓練�

環境規格ＩＳＯ１４００１取得に向け�

市役所で取組みを開始�
つるつるの温泉で健康増進�

ほっ湯アップル好評�

　8月29日、山本地区と合同で

山本運動場を主会場に実施。ト

ルコ大地震の直後とあって、参

加者も真剣な態度で訓練に臨ん

でいました。�

　防災には日頃の備えが大切で

す。お宅の備えは大丈夫？�

�

　9月16日から取り組みを始めました。改善目標を定め、

省エネルギー、リサイクルを推進します。この取り組み

により、行政の効率化、環境に配慮した街づくりを進め

ます。�

　特に自慢は水深を変えられる可動床の温泉プール。

これは脚や腰の鍛錬に最適です。是非お試しください。

年内は無休。夜9時（入場は8時半）まで入浴できて、

大人400円です。�

�

オープン17日で入場者1万人突破�紙類は6種類に分け、リサイクルしやすくします。� オープン17日で入場者1万人突破�

▲浜松市との医療救護訓練も�

紙類は6種類に分け、リサイクルしやすくします。�

と�



広報いいだ １０.1号〔１０〕�

Health＆ Welfare

健康と福祉のページ�

現
代
版�

現
代
版�

九
月
か
ら
解
禁
さ
れ
た
低
用

量
ピ
ル
に
は
、
２１
錠
内
服
す
る

タ
イ
プ
と
２８
錠
内
服
す
る
タ
イ

プ
、
月
経
初
日
か
ら
服
用
す
る

デ
イ
１
ス
タ
ー
ト
と
日
曜
日
か

ら
開
始
す
る
サ
ン
デ
イ
ス
タ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
含
ま

れ
る
ホ
ル
モ
ン
量
が
一
定
の
一

相
性
、
二
段
階
に
変
化
す
る
二

相
性
、
三
段
階
に
変
化
す
る
三

相
性
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
女
性

の
状
態
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

ピ
ル
を
使
い
分
け
ま
す
。�

ピ
ル
の
副
作
用
と
し
て
悪
心
、

お
う
吐
、
体
重
増
加
、
不
正
性

器
出
血
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

服
用
を
継
続
す
る
と
消
失
す
る

こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
問
題
に

な
り
ま
せ
ん
。
問
題
と
な
る
副

作
用
と
し
て
乳
ガ
ン
、
子
宮
頚

ガ
ン
、
血
栓
症
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
発
生
頻
度
は
少
な

く
、
定
期
検
診
を
受
け
て
い
れ

ば
、
心
配
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
喫
煙
者

で
は
血
栓
症
の
発
生
頻
度
が
２

〜
８
倍
に
増
加
す
る
た
め
、
ピ

ル
を
服
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
禁

煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

ピ
ル
の
副
効
果
と
し
て
卵
巣

ガ
ン
は
三
分
の
一
、
子
宮
内
膜

ガ
ン
は
二
分
の
一
に
減
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
経
不
順
や
月
経
困
難
症
の
改

善
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。�

ピ
ル
の
避
妊
効
果
は
、
飲
み

忘
れ
が
な
け
れ
ば
ほ
ぼ
、
１
０

０
％
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
欧
米
で
は
３０
年
も
前
か
ら

使
用
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ル
の
有

効
性
と
安
全
性
は
十
分
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
多
く
の

女
性
に
も
ぜ
ひ
、
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

市立病院産婦人科�

波多野 久昭 医師�

確
実
で
安
全
な
避
妊
法
「
低
用
量
ピ
ル
」�

養
生
訓�

同じ姿勢で仕事をしたり、運動不足のため、�
肩こりや腰痛を招いていませんか。�
ストレッチ体操は筋肉を伸ばすことによって、�
血液の流れがよくなり、疲れや痛みがやわらぎます。�
強く引っ張るのではなく、�
「じわっ」と気持ちよく伸ばすことがストレッチのコツです。�

パパママ教室を紹介します�

　「妊娠、出産はお母さんだけの仕事？」いい

え、お父さんにもお母さんを理解し、協力する

という大きな役割があります。それを実感して

もらえるよう、今年度からパパママ教室を始め

ました。この教室は、3回が1コースで、3回目

に夫婦そろって参加してもらいます。3回目の

主な内容は、お父さんの妊婦体験や、2人で一

緒に作る料理などです。参加したお父さんから

は「妊婦の大変さがよくわかった」、「他のお

父さんも自分と同じとわかり安心した」など

が。お母さんからは「仲間ができ、不安が和ら

いだ」、「主人もパパになる自覚ができたので

は」との声が聞けました。これから、パパやマ

マになられる方、ぜひお出かけください。今後

の日程は次のとおりです。�

■問合せ　保健厚生課　保健指導係　内線5344

1回目�

2回目�

1講座�

10月14日（木）�11月12日（金）�12月19日（日）�

12年�
1月20日（木）�

�
2月21日（月）�

�
3月26日（日）�

2講座� 3講座�

■会場　松尾公民館�
■受付時間�
　　1・2講座は午後1時20分～1時30分�
　　3講座は午前9時20分～9時30分�



広報いいだ １０.1号〔１1〕�

市民の広場�
日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�

「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

将
来
の
夢�

わ
た
し
の�

ひ
と
こ
と�

　
飯
田
共
同
作
業
所
「
い
ず
み

の
家
」の
活
動
は
、今
後
の
福
祉

を
進
め
る
上
で
の
先
進
的
活
動

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平

成
元
年
に
ム
ト
ス
飯
田
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。�

　
い
ず
み
の
家
は
、
精
神
障
害

者
が
、心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て

集
い
、下
請
け
作
業
を
し
た
り
、

自
主
製
品
を
つ
く
り
な
が
ら
、

社
会
復
帰
を
目
指
す
場
所
で
す
。�

　
七
月
三
十
日
に
は
、未
だ
偏
見

を
持
た
れ
や
す
い
精
神
障
害
者

を
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
に
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
地
域
交
流�

会
を
行
い
ま
し
た
。
初
の
試

み
で
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
の

で
す
が
、参
加
者
の
方
か
ら
「
次

回
も
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
感
想
を
頂
き
、
今
後
も

よ
り
一
層
地
域
に
開
か
れ
た

作
業
所
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
私
の
夢
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ

ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
わ
け
は
、

い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
え
る
か

ら
で
す
。

　
私
が
ス
キ
ー
教
室
や
社
会
科

見
学
で
バ
ス
に
乗
っ
た
と
き
、

い
つ
も
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
楽

し
そ
う
に
明
る
く
話
し
か
け
て

く
れ
る
の
を
見
て
、
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
笑
顔

で
い
ら
れ
る
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
将
来
、
い
つ
も
笑
顔

で
、
明
る
い
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

に
な
っ
て
、
楽
し
い
バ
ス
の
旅

を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
そ
れ
が
、
私
の
夢
で
す
。

近
藤
彩
乃
さ
ん（
伊
賀
良
小
６
年
）�

環
境
文
化
都
市
ヘ
ル
シ
ン
キ
を
訪
ね
て
�

 

櫻
井
善
実
さ
ん（
鼎
一
色
）  

　
森
と
湖
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
環
境
リ
サ
イ
ク

ル
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
冬
の
長
い
北
欧
で
は
短
い
夏

の
た
め
に
「
環
境
保
全
」
が
国
民

の
義
務
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
具
体
的
な
行
動
の

一
つ
と
し
て
家
庭
資
源
ご
み
の

完
全
分
別
排
出
が
徹
底
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
姿
は
飯
田
地
方

の
規
範
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。�

　
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
環
境
局
を
訪

ね
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
市
内

の
空
き
ビ
ル
を
借
り
た
「
環
境
学

習
セ
ン
タ
ー
」
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
す
。
自
然
保
護
、
水
空
気

汚
染
、
省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
々

が
わ
か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
市

民
が
容
易
に
利
用
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
発
信
す
る

こ
と
で
経
済
、
教
育
、
福
祉
等
々

の
市
施
策
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
営

に
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
参
加

し
係
わ
っ
て
い
ま
す
。�

　
Ｅ
Ｕ
連
合
の
中
の
ヘ
ル
シ
ン
キ

は
「
バ
ル
ト
海
の
真
珠
」
と
言
わ

れ
る
位
置
を
築
い
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
圏
の
中
、
日
本
の
中
で

飯
田
が
確
た
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

築
き
上
げ
、
そ
の
兆
し
を
市
民

が
支
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。�

飯
田
共
同
作
業
所
「
い
ず
み
の
家
」
�

地域交流会の様子�

ヘルシンキ市の経済人たちと（中央が櫻井さん）�

ム
ト
ス
受
賞
団
体
の
活
動
を
紹
介�



広報いいだ １０.1号〔１２〕�

　
１０
月
１
日
現
在
で
飯
田
市
に

１
年
以
上
住
所
を
お
い
て
い
る

方
で
、次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
に
見
舞
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。�

▼
条
件�

○
慢
性
じ
ん
疾
患
に
よ
る
人
工

透
析
患
者
で
、特
定
疾
病
医

療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
。又
は
、じ
ん
臓
機
能
障
害

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
手

術
を
受
け
、直
腸
・
膀
胱
・
小

腸
の
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
で
、身
体
障
害
者
福

祉
法
に
よ
る
補
装
具
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
方
。�

▼
申
請
手
続
き�

　
市
役
所
障
害
福
祉
係
、各
支

所
ま
た
は
、人
工
透
析
を
行

っ
て
い
る
病
院
窓
口
へ
１０
月

３１
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。�

▼
持
ち
物�

○
人
工
透
析
患
者
の
方
は
、特

定
疾
病
療
養
受
療
証
の
写
し�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
手
術

者
の
方
は
ス
ト
マ
用
装
具
購

入
の
領
収
書（
本
人
氏
名
と

業
者
名
が
は
っ
き
り
記
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
）�

○
印
鑑
、振
込
口
座
・
名
義
人
が

わ
か
る
も
の�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
障
害
福

祉
係
　
内
線
５
３
１
９�

���　
　
保
健
所
で
は
、患
者
と
家
族

が
情
報
交
換
や
交
流
を
し
、よ

り
よ
い
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ

う
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
２２
日
f�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

▼
場
所
　
追
手
町�

　
県
合
同
庁
舎
　
３
階
講
堂�

▼
対
象
　
脊
髄
小
脳
変
性
症
の

患
者
、家
族�

▼
内
容
　�

○
学
習
会
　「
脊
髄
小
脳
変
性

症
―
最
新
の
医
学
と
治
療
に

つ
い
て
」伊
那
中
央
総
合
病

院
　
栢
沼
勝
彦
医
師
�

○
交
流
・
話
し
合
い�

○
個
別
相
談（
希
望
者
）�

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２１
日
e
ま

で
に
電
話
で�

▼
申
込
先
・
問
合
せ�

　
飯
田
保
健
所
　
保
健
予
防
課�

　
1（
５
３
）０
４
４
４�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
３
）０
４
６
９�

���　
　
農
作
業
の
記
録
な
ど
に
大
変

好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
農
業
日

誌
等
の
予
約
受
付
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。�

▼
斡
旋
図
書�

○
農
業
日
誌
Ｂ�
６
版�

　
　
　
　
　
　
千
四
百
円�

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
Ｂ�
５
版�

　
　
　
　
　
　
千
四
百
円�

○
新
農
家
暦
　
四
百
六
十
円�

▼
申
込
方
法
　
市
役
所
農
政
課

又
は
各
支
所
窓
口
で
申
込
書

に
記
入
し
、代
金
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
期
限
　
１０
月
２９
日
f�

▼
配
布
　
１１
月
中
旬
に
申
込
場

所
を
経
由
し
配
布
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
生
産
振

　
興
係
　
内
線
３
５
１
８�

���

　
労
働
保
険
に
は
、雇
用
保
険

と
労
災
保
険
が
あ
り
、従
業
員

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
場

合
は
、必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
国
の
保
険
制
度
で
す
。

（
雇
用
保
険
は
一
部
適
用
除
外

が
あ
り
ま
す
）�

　
雇
用
保
険
は
、失
業
し
た
場

合
の
生
活
の
安
定
と
再
就
職
の

た
め
の
給
付
、高
齢
者
や
育
児

休
業
者
の
雇
用
継
続
の
た
め
の

給
付
及
び
失
業
予
防
の
た
め
の

援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
労
災
保
険
は
、労
働
者
の
業

務
上
や
通
勤
途
上
の
災
害
に
対

し
て
必
要
な
給
付
な
ど
を
行
い

ま
す
。�

▼
問
合
せ
・
加
入
手
続�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田�

　
1（
２
４
）８
６
０
９�

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署�

　
1（
２
２
）２
６
３
５�

���

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

大
堤
団
地
の
宅
地
分
譲
を
行
っ

て
い
ま
す
。先
着
順
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。�

▼
募
集
区
画
数�

　
座
光
寺
大
堤
団
地
　
１１
区
画�

▼
土
地
面
積�

　
平
均
３
０
４
・
５
６
㎡�

　
　
　
　
　（
約
９
２
・
１
坪
）�

▼
土
地
価
格�

　
平
均
１
千
７
４
万
３
千
円�

▼
分
譲
方
法
　
こ
の
宅
地
分
譲

　
は
と
り
あ
え
ず
土
地
だ
け
を

　
確
保
し
て
お
き
た
い
方
の
た

　
め
に
宅
地
を
分
譲
す
る
も
の

　
で
、返
済
計
画
に
合
わ
せ
た

　
住
宅
建
設
が
可
能
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
住
宅
供
給

　
公
社
　
分
譲
課�

　
1
０
２
６（
２
２
７
）４
３
２
２�

お
知
ら
せ�

�

�

参議院議員補欠選挙�投票日� 不在者�
投　票�

10月17日（日）�
午前7時～午後8時�

9月30日～10月16日�
午前8時30分～午後8時�
市役所第2委員会室�

■問合せ�
　選挙管理委員会�
　内線5631

か
や�

人
工
透
析
患
者
等�

見
舞
金�

平
成
１２
年
版�

農
業
日
誌
等
の
予
約
受
付�

労
働
保
険
の
加
入�

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か�

県
住
宅
供
給
公
社�

宅
地
分
譲�

脊
髄
小
脳
変
性
症�

交
流
会�



広報いいだ １０.1号〔１３〕�

市 役 所からの お し ら せ �

募 

集�

相 

談�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�
毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

毎週金曜日�
１３:３０～１５:３０�
１０月８日（金）�
１３:００～１７:００�
１０月１８日（月）�
１０月３１日（日）�
１０:００～１５:００�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１０月２４日（日）�
１０:００～１２:００�
１０月１２日（火）�
１０:００～１５:００�
毎週日曜日�
９:００～１６:００�
第２、４火曜日�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１６:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
１１月１９日（金）�
１０:００～１５:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１９:００�
毎週土曜日�
９:００～１５:００�

１０月５日（火）�
１３:３０～１６:００�
１０月１日（金）�
１１月１日（月）�
１０:００～１６:００�

相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

ボランティア�
相 談 �
福 祉 よ ろ ず�
相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

税 務 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

ユ ニ ー ４ 階 �

市 役 所 ２階 �
交 通 相 談 室 �

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

市 役 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

阿 智 村 �
阿 智 療 護 園 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
市役所２０１号�
　〃　２０３号
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

交 通 防 災 課 �
内線  ２４３５�

相談員の都合により�
１０月一杯、相談は�
お休みします。�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

税 務 課 �
内線  ５１４１�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３４５�
保 健 厚 生 課 �
内線  ５３８５�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

動物園の休園日�
�
10月4日（月）◆12日（火）◆14日（木）◆18日（月）◆25日（月）�■問合せ　動物園�　　22-0416

１０
月
の
納
税�

税
目
�

納
期
�
１１
月
1�
日
　
 
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

（月）�

　
母
子
家
庭
に
な
っ
た
方
に
、

条
件
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。�

▼
支
給
条
件�

　
１８
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
母
親
で
、公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
。�

　
た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

※
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か

ら
５
年
を
経
過
す
る
と
請
求

で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
児
童
福

祉
係
　
内
線
５
３
２
２�

�������

　
り
ん
ご
並
木
の
街
飯
田
ま
つ

り
協
議
会
で
は
、市
民
の
皆
さ

ん
が
自
ら「
飯
田
り
ん
ご
ん
」を

考
え
、さ
ら
に
は
様
々
な
提
案

が
で
き
る
飯
田
り
ん
ご
ん
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
資
格
　
特
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、月
１
回
程
度

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
で
き
る
方
。（
平
日
の
夜
開

催
予
定
）�

▼
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
又

は
フ
ァ
ク
ス
で
。郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
を
記
入

し
て
１０
月
２９
日
ま
で
に
応
募
。�

▼
応
募
先�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
役
所
商
業
観
光
課
内�

　
り
ん
ご
並
木
の
街
飯
田
ま
つ

り
協
議
会
事
務
局�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
３
）２
３
３
３�

▼
問
合
せ
　
商
業
観
光
課�

　
内
線
３
６
１
５�

���　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、体

験
を
通
じ
て
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
と
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
講
座
を
開
講

し
、受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
福
祉
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
た
れ

て
い
る
方
、企
業
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
担
当
者
及
び
福
祉
職
場

へ
の
就
業
希
望
者�

▼
講
座
内
容�

○
第
１
回
　
１１
月
１
日
b�

　
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
・
高
齢

者
疑
似
体
験
、障
害
・
高
齢
化

へ
の
理
解�

○
第
２
回
　
１１
月
１６
日
c



　
手
話
、点
字
、要
約
筆
記
等
の

入
門
講
座
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
概
論�

○
第
３
回
　
１１
月
２９
日
b



　
基
本
的
な
介
護
方
法
を
学
ぶ

介
護
講
習
会
及
び
福
祉
概
論�

○
第
４
回
　
施
設
実
習�

○
第
５
回
　
施
設
実
習�

○
第
６
回
　
施
設
実
習
及
び
修

了
証
の
交
付�

※
１
〜
３
回
　
午
後
１
時
〜
４

時
、第
４
回
以
降
は
日
程
未
定�

▼
受
講
資
格�

　
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方�

▼
そ
の
他�

○
修
了
証
の
交
付
を
受
け
た
方

で
就
業
希
望
者
は
、長
野
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登

録
及
び
職
業
紹
介
を
受
け
ら

れ
ま
す
。�

○
日
程
な
ど
の
詳
細
は
希
望
者

に
直
接
通
知
し
ま
す
。�

▼
応
募
締
切
　
１０
月
１５
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会�

　
1（
５
３
）３
１
８
２�

▼
日
時
　
１０
月
２０
日
d



　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

　（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）�

▼
場
所
　
飯
田
文
化
会
館�

▼
内
容
　
官
公
庁
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
・
疑
問
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課�

　
内
線
２
１
１
１�

飯
田
り
ん
ご
ん
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者�

福
祉
活
動
体
験
講
座�

受
講
者�

国
・
県
・
市�

一
日
合
同
行
政
相
談�

母
子
家
庭
に
な
っ
た
方
へ�

122-4511

市
県
民
税
3
期
分
・
国
民
健
康
保
険
税
１０
月
分
�



広報いいだ １０.1号〔１４〕�

ご
家
族
が
、
仕
事
や
長
期
傷
病
な
ど

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
、
そ
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
で
き
る
児
童
は
、

０
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
で
す
。�

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な

保
育
所
を
見
た
り
直
接
話
を
聞
い
て
、

希
望
す
る
保
育
所
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

ま
た
、
保
育
所
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ

ス
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

保
育
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
育
所
の
入
所
状
況
に
よ
り
お
受
け
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

○
一
時
的
保
育
　
（
各
保
育
所
で
実
施
）�

　
保
護
者
の
都
合
や
、
疾
病
に
よ
り
緊

急
に
保
育
が
必
要
な
時
、
保
育
所
に

入
所
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
を
、
一

時
的
に
保
育
所
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

（
有
料
）�

○
日
曜
・
休
日
保
育�

　
（
飯
田
中
央
保
育
園
で
実
施
）�

　
日
曜
・
休
日
に
保
育
が
必
要
な
家
庭

を
対
象
に
保
育
を
行
い
ま
す
。
他
の

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
お
子
さ
ん

も
利
用
で
き
ま
す
。
（
有
料
）�

■
保
育
所
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す�

　
１０
月
か
ら
、
い
つ
で
も
市
内
の
各
保

育
所
を
見
学
で
き
ま
す
。
た
だ
し
園

行
事
な
ど
で
見
学
で
き
な
い
日
が
あ

り
ま
す
の
で
事
前
に
各
保
育
所
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
入
所
説
明
会�

○
日
程
　
１１
月
６
日
g
ま
た
は
７
日
a�

○
会
場
　
希
望
す
る
保
育
所
（
飯
田
中

央
保
育
園
は
市
公
民
館
）�

○
内
容
　
申
込
書
を
お
配
り
し
、
手
続

き
の
方
法
、
保
育
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
は

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
は
左
の

表
の
と
お
り
で
す
が
、
当
日
都
合
が

付
か
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
所
又
は
市
役
所
児
童
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
書
提
出
日
（
１
次
締
切
）�

　
１１
月
２５
日
e
　�

○
希
望
す
る
保
育
所
又
は
市
役
所
児
童

課
ま
で�

■
書
類
調
査
・
児
童
面
接�

　
１
月
１７
日
か
ら�

○
詳
細
は
、「
入
所
説
明
会
」で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。�

◎
入
所
申
込
書
は
不
要
で
す
。�

　
１
月
中
に
保
育
所
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
、
「
家
庭
状
況
調
査
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
新
年
度
又
は
今
年
度
中
に
保
育
所
を

変
更
し
た
い
方�

　
１１
月
２５
日
ま
で
に
「
保
育
所
入
所
変

更
届
」
を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
今
年
度
中
に
卒
園
児
以
外
の
お
子
さ

ん
で
退
所
す
る
予
定
の
方�

　
１１
月
２５
日
ま
で
に
「
保
育
所
退
所
届
」

を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
未
定
の
方
は
、
退
所

す
る
こ
と
が
決
ま
り
次
第
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
問
合
せ
　
児
童
課
　
児
童
保
育
係�

　
内
線
５
３
２
６�

保
育
所
と
は�

入
所
手
続
き
の
方
法�

新
た
に
保
育
所
に
入
所
希
望
す
る
方�

既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
方�

保

育

所

�

鼎
幼
稚
園�

平成12
年度
�

平成12
年度
�



市 役 所からの お し ら せ �

広報いいだ １０.1号〔１５〕�

122-4511

 
地　区

�
�
 橋　北 私 飯田子供の園 馬場町3-501 22-1389 60 0歳～5歳 7:30～19:00 11月6日 14:00�
 
橋　南

 私 飯田仏教 箕瀬町1-2450 24-0402 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月6日 10:00�
  私 飯田中央 中央通り2-9 22-4134 220 0歳～5歳 7:00～20:00 11月6日 14:00�
 羽　場 私 羽場 白山通り3-362 23-1388 60 0歳～5歳 7:30～19:00 11月7日 10:00�
 
丸　山

 私 風越 丸山町2-6728 22-2389 120 0歳～5歳 7:30～19:00 11月7日 14:00�
  公 丸山 今宮町3-6141-1 22-2077 70 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 東　野 私 慈光 宮の前4411 23-1390 45 0歳～3歳 7:00～19:00 11月6日 10:00�
 
座光寺

 公 座光寺 座光寺2668 22-1147 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 大堤 座光寺1008 23-9666 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 
松　尾

 公 松尾 松尾城5155 22-2244 230 1歳～5歳 7:30～19:00 11月6日 14:00�
  公 松尾東 松尾寺所5645-1 52-2289 120 1歳～5歳 8:00～18:00 11月6日 14:00�
 下久堅 公 下久堅 下久堅知久平940-2 29-8055 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月7日 10:00�
 上久堅 公 上久堅 上久堅7606 29-7053 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 14:00�
 
千　代

 公 千代 千代932-5 59-2144 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 千栄 千栄1524 27-3736 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 14:00�
 
龍　江

 公 七和 龍江9062-3 27-3675 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 龍江 龍江4680 27-3681 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月6日 10:00�
 
竜　丘

 私 時又 時又329 26-9208 150 0歳～5歳 7:00～19:00 11月6日 10:00�
  公 竜丘 桐林378 26-8417 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 川　路 公 川路 川路3467-2 27-3202 60 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 三　穂 公 三穂 伊豆木5451-14 27-3774 60 1歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 
山　本

 私 さくら 山本600-1 28-1050 90 0歳～5歳 7:30～18:30 11月6日 14:00�
  公 山本 山本3340-2 25-2440 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 14:00�
  公 久米 久米858-10 25-3801 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 14:00�
 

伊賀良

 私 伊賀良 大瀬木1103 25-7123 120 0歳～5歳 7:30～18:30 11月6日 10:00�
  私 育良 北方130 23-5873 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月6日 10:00�
  公 中村 中村1840-1 25-7217 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 殿岡 下殿岡1020 25-3707 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月6日 14:00�
 

鼎

 私 明星 鼎切石3928 24-8020 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月6日 10:00�
  公 鼎東 鼎下山538-2 22-3878 60 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 鼎みつば 鼎名古熊2339 53-3277 150 0歳～5歳 7:30～19:00 11月7日 10:00�
  公 鼎西 鼎切石4884 24-4080 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 鼎幼稚園 鼎中平2242 23-2341 120 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 14:00�
 

上　郷

 私 高松 上郷黒田236 22-4095 90 0歳～5歳 7:45～18:00 11月6日 14:00�
  公 上郷東 上郷飯沼784-1 22-2440 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
  公 上郷西 上郷黒田1488 22-2441 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月7日 10:00�
  公 上郷南 上郷別府2126 24-4470 60 0歳～5歳 8:00～18:00 11月6日 10:00�
  公 上郷北 上郷黒田2109-1 23-9656 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月6日 10:00�
 認可外 私 あすなろ 育良町3-15-2 23-4656 30 0歳～3歳 7:30～22:00 直接園にお尋ね下さい�

飯田市内の保育所・鼎幼稚園の紹介・入所説明会日程表�

※各会場とも駐車場がありませんので、ご注意ください。�
※0歳児保育は保育所によって受け入れ月齢が異なります。�

質
問
コ
ー
ナ
ー�

家
庭
の
状
況
や
居
住
地

区
、
就
労
状
況
な
ど
を

考
慮
し
、
新
規
申
込
者
と
転
園

入
所
希
望
者
の
中
で
選
考
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
考
に
よ

っ
て
入
所
で
き
な
い
場
合
に
は
、

他
の
希
望
さ
れ
る
保
育
所
に
変

更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

A
入
所
希
望
者
が
保
育
所

の
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し

た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。�

Q
保
育
料
は
、保
育
所
運
営

を
支
え
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

所
得
に
応
じ
て
、
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
従
っ
て
保
育
料

は
、
公
立
で
も
私
立
で
も
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
児
童
の
年

齢
や
保
護
者
の
所
得
税
額
に
よ

っ
て
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。�

※
平
成
１１
年
度
は
、
年
齢
、
所

得
に
よ
り
８
段
階
区
分�

※
８
時
か
ら
１６
時
を
こ
え
て
保

育
所
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

延
長
保
育
料
が
別
途
加
算

さ
れ
ま
す
。�

A
保
育
料
は
ど
の
く
ら
い

か
か
り
ま
す
か
。�

Q

保育園名� 住　　所�
入所説明会�
月・日� 時間�

電　話� 定員�受入年齢� 開所時間�公立�
私立�



日程表�日程表�

工業技術センター�
EMCセンター�

んなの生活展�

じ
ば
さ
ん
ま
つ
り�

バザー�

ソーラーカー�
レース�

コカー試乗コーナー�

研究施設一般公開説明会�

（電磁波検査施設）�

選�

喫茶� 本部�

WC

WC
家庭でできる楽しい�
ホームベーキング教室�

坪田愛華アニメ�
「地球の秘密」�

実験「見えない�
世界を見る」�

室�
綿菓子�

ごへいもち�

洋ラン�
販売�

いずみの家�
カレンダー販売�

お酒の試飲会�

EMCセンターは�今回初公開！！�

工業技術センター�
EMCセンターの�
一般公開日程�

23日●�土�
午後2:00から30分間�

24日●�日�
午前11:00から30分間�
午後2:00から30分間�

家庭でできる楽しいホームベーキング教室�
申込方法s参加ご希望の方は10月14日までに、地場産
センターまで電話でお申込みください。152-1613�
参加費／500円�

先着30名
様まで�

キミも、光で走るソーラーカー
キットを組み立てて、レースに
参加しよう。�

ソーラーカーレース�

資料室�大ホール� 紹介案内室�

9:30

10:00

11:00

12:00

1:00

2:00

3:00

資料室�大ホール� 紹介案内室� 研究会議室�

9:30

10:00

11:00

12:00

1:00

2:00

表彰式典�
　　ミュージカル�
　　式典�

ソーラーカー教室�
ソーラーカーレース�

ソーラーカー教室�
ソーラーカーレース�

実験とクイズ�
「見えない世界を見る」�

実験とクイズ�
「見えない世界を見る」�

考えよう!ぼくらのまつかわ�
～松川シンポジウム～�

中学生が語る�
環境問題�

坪田愛華アニメ�
「地球の秘密」を�
観て語る会�

バザー�

バザー�

家庭でできる�
楽しい�

ホームベーキング教室�

家庭でできる�
楽しい�

ホームベーキング教室�

ごみは減らせますか?�
ごみを減らしていますか?�
消費者、事業者の�
パネルディスカッション�

オープニングセレモニー�

23●�土�

24●�日�

広報いいだ １０.1号〔１６〕�

生活と環境まつり99  生活と環境まつり実行委員会�
じばさんまつり　　　（財）飯伊地域地場産業振興センター�

主　催�

飯田市環境保全課　22-4511（内線 5246）�
飯伊地域地場産業振興センター  52-1613

問い合わせ�



地場産センター�

いきいきみんな

飯田市環境フェア99

うるおいのある水環境を�

地球環境問題に取り組もう�

自然と景観を考える�

リサイクル社会をめざして�

フリーマーケット�

ソーラーカー�
教室�

地 場 産 品�
常設展示場�

エコカ

入
口�

受付・抽選�

ストラックアウト�

ガラスびん�
ペットボトル�
モデル回収�

シルクフラワー教室�
牛乳パック工作教室

クラフト製品販売　だんご販売�

電波障害�
相談所�

環境にマッチ�
した住宅相談�

健康�
食品�

食品�
販売�

山菜�
おやき�

たこ焼き�
ギョーザ�

焼きそば�
フランクフルト�

2階�

1階�

s同日、飯田運動公園で開催される「飯田下伊那フェスティバル」とは、シャトルバ
　　ス（30分間隔）で結ばれます、ご利用ください。�
s「生活と環境まつり99」・「じばさんまつり」と「飯田下伊那フェスティバル」両方
　　のイベントに参加した方には、それぞれの会場で先着100名様に記念品を贈呈
　　します。受付に「飯田下伊那フェスティバル」の会場案内図をお持ちください。　�

実験とクイズ「見えない世界を見る」�
色と温度、見たことのない世界が広がります。�

対象：�小学校高学年以上�参加費無料�

坪田愛華「地球の秘密」を�
観て語る会�
12歳でこの世を去った坪田愛華さんが
残した、環境漫画「地球の秘密」のアニ
メを上映。彼女の熱いメッセージを受け    �
　　　　　　　　　　 とめてください。�

ステージイベント�
  23日�
10:30　環境ミュージカル「地球はつらいよ」と表彰式典�
  2:00　パネルディスカッション�
　　　  「ごみは減らせますか?ごみを減らしてますか?」�
  24日�
10:00　将来の地球を考える「中学生が語る環境問題」�
  1:00　考えよう!ぼくらのまつかわ ～松川シンポジウム～�

期間中、リサイクルステーションを常時開設してい
ます。使い捨てびん、ペットボトルをお持ちください。�

ガラスびん・ペットボトルリサイクル回収�

会場案内図�会場案内図�

広報いいだ １０.1号〔１７〕�

地場産センター�
開館15周年記念�

生活と環境まつり99生活と環境まつり99
飯田・下伊那の将来の生活と環境を考える、総合イベント。�

あす�

●第28回いきいきみんなの生活展 ●飯田市環境フェア99

地場産センター�
開館15周年記念�

期 日�

会 場�

平成11年10月23日●・24日●�土� 日�

飯伊地域地場産業振興センター�
9:30～16:00 9:30～15:00

駐車場s地場産センター・城下グラウンド�

じばさんまつり�じばさんまつり�



●開館時間：午前9時半～午後5時�
　　　　　　（入館は4時半まで）�
●観  覧  料：一　  般500（400）円�
　　　　　　高 校 生300（250）円�
　　　　　　小中学生200（150）円�
　　　　    　※（　）内20人以上の団体�
●休  館  日：10月25日、11月1日、4日、�
　　　　　　8日、15日、22日�

私が私と出会う時�

おいでなんしょ寄席�

●一般：3,000円　高校生以下：1,500円　全席自由�

●一般：3,000円　高校生以下：1,500円　全席自由�

中国帰国者たちの教室�

第22回市民落語鑑賞会�

知念里奈コンサート先行電話予約のお知らせ�

幻の童謡詩人　金子みすゞ �

10月27日（水）午後6時30分開演�
飯田市公民館ホール�

12月12日（日）午後2時開演�
飯田文化会館ホール�

10月17日（日）午後2時開演�
飯田文化会館ホール�

十代目桂文治・平治親子会�

●入場料：3,500円�
　全席自由�

12月8日（水）、飯田文化会館ホールにて行います「知念里奈コンサート」の電話による先行予約を受け付けます。�

10月11日（月）午前10時～午後5時　●チケット価格：5,250円（税込み）�
予約電話番号　◆飯田文化会館0265（23）3552　◆スーパーキャスト026（263）1000

この２公演のセット
券を購入されると
大人5,500円、高
校生以下2,500円
とお得です。�

文
化
ガ
イ
ド�

●飯田文化会館�
　123‐3552

美
博
だ
よ
り�

●美博�
　122‐8118

飯田の文化財�

「江戸南画の潮流Ⅰ
　　　―谷文晁と鈴木芙蓉―」

10月23日（土）～11月23日（火）�

飯沼雲彩寺古墳�
（いいぬまうんさいじこふん）�

上郷飯沼3334�
�
長野県史跡。�
前方後円墳。�

広報いいだ １０.1号〔１８〕�

特別展�

　江戸時代後期に花開いた江
戸南画は、関東を中心とした絵画
界に新たな視野を開き、近代へと
つながる変革の目覚めを促しまし
た。この潮流の中心となった人
物が、谷文晁と当地出身の画家
鈴木芙蓉です。�

　本展は、鈴木芙蓉の画業と谷
文晁の足跡に焦点を当て、新興
画派として時代を席巻した江戸
南画の相貌を探求しようとするも
のです。鈴木芙蓉の近年相次い
で新発見された優品「那智大瀑
真景図」「鳴門十二勝真景図」

を始め、国の重要文化財である
谷文晁の「石山寺縁起絵巻」「木
村蒹葭堂像」など、約90点にの
ぼる作品と資料で展観してまいり
ます。（会期中、作品の展示替え
があります。）�

鈴木芙蓉 「鳴門十二勝真景図」（部分） 寛政8年（1796） 徳島市立徳島城博物館蔵�


